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研究室紹介 

 茨城大学工学部の核融合炉用プラズマ対向機器

に関する教育・研究は、超塑性工学研究センターの

車田研究室と機械工学科の今村研究室が合同で行

っている。本研究室の構成は、教官 2 名、博士前期

課程 6 名、学部学生10 名であり、和気あいあいと研

究に励んでいる。 

 

研究テーマ 

 本研究室は、大別すると以下の 4 つの研究テーマ

で活動している。 

（１） 核融合炉用プラズマ対向機器の健全性評価 

 

核融合炉のプラズマ対向機器は、高熱負荷やプ

ラズマによる熱衝撃等を受けるため、繰り返し熱負

荷による機器の健全性の評価が必要である。そのた

め、電子ビーム加熱装置を用いて、ダイバータモデ

ル試験体の繰り返し熱負荷試験と試験前後の組織、

熱的・力学的特性の変化を究明している。得られた

結果は、高性能プラズマ対向機器の開発に役立つ

知見である。 

 

 

（２） 核融合炉用プラズマ対向材料の組織、熱的・

力学的特性の評価 

 

 核融合炉用プラズマ対向材料として期待されてい



る C／C コンポジット、タングステン、ベリリウム、

SiC/SiC コンポジット等の組織と熱伝導特性や力学

的特性等を究明するとともに、それら特性に及ぼす

中性子叉はイオン照射効果を究明している。得られ

た結果は、耐照射損傷性及び高熱伝導性を有する

プラズマ対向材料の開発に役立つ知見である。 

 

（３） プラズマ対向材料と冷却構造材料との接合に

関する研究 

 

 高性能プラズマ対向機器は、アーマ材料とヒートシ

ンク材料とを冶金的に接合した構造をなしている。そ

のため、高強度・高熱伝導性を有する接合方法の確

立が必要である。前述のプラズマ対向材料と銅叉は

ステンレス等との各種の接合材料を研究・開発して

いる。また、それら材料の特性評価や照射効果の究

明も行なっている。 

 

（４） その他、下記のような研究を行っている。 

 

・ 超塑性現象を利用した新材料の開発と新加工

法の確立 

・ 銅めっきや蒸着膜を利用した測定困難な実働

部材の応力・歪み測定法の確立 
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